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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、入院患者の転倒転落事故防止に向けた医療従事者のノンテクニカル
スキル向上を目指した教育プログラムの構築である。研究者が開発したノンテクニカルスキルの要素を含めた評
価票「転倒転落事故防止に関するノンテクニカルスキル評価（NTSEFP）」を使用し、研究承諾が得られた４病院
の医療従事者に対する現状調査を行った。併せて、４病院の医療安全管理者とともに、各病院が実施する転倒転
落予防対策や転倒転落数の把握を行い、話し合いを重ね、病院で活用できる「転倒転落予防に向けた医療従事者
のノンテクニカルスキルに関する教育プログラム」を作成した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to construct an educational program aimed at 
improving the non-technical skills of medical staff for the prevention of falls in hospitalized 
patients. Non-technical skills related to fall prevention for healthcare workers at 4 hospitals who 
gave consent for the study, using the evaluation form "non-technical skills evaluation of fall 
prevention (NTSEFP)" including non-technical elements developed by researchers. Conduct a survey of 
the current situation. At the same time, we investigated the details of fall prevention implemented 
by medical safety managers at four hospitals. Based on the results, we created an educational 
program on non-technical skills of medical staff for fall prevention that can be used in hospitals.

研究分野： 看護管理学　医療安全学

キーワード： ノンテクニカルスキル　医療安全　転倒転落予防　医療安全管理者　医療従事者

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
患者の転倒・転落による事故報告件数は減少することはなく、多くの医療施設で転倒転落予防策に苦慮してい
る。そこで、患者を取り巻く医療従事者が互いに協力し、転倒転落を予防できる体制づくりをしていくためにも
ノンテクニカルスキル（テクニカルスキルを補う個人の認識や行動）向上が有効に働くと考えた。本研究で開発
した「転倒転落防止に向けた医療従事者のノンテクニカルスキルに関する教育プログラム」を用いることで、病
院の転倒転落予防策の充実が図られ、新たな視点での転倒転落事故防止に貢献できることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
医療現場では、転倒転落事故をどのように予防していくか、特に患者の身近で入院生活を支え

る医療従事者にとっては大きな課題となっている。転倒転落予防に関する研究 Cohrane library
１）のような系統的レビューがされている。しかし、決定的な対策提示には至っていない。日本に

おいては、予防対策の組み合わせ方とその効果に関する文献検討の報告 2)もあるが、転倒リスク

と予防対策の組み合わせ方の違いによる大きな差はないと報告している。入院患者の高齢化が

進む中で、転倒転落予防をどのようにしていくかは、大きな課題である。 

日本医療機能評価機構から報告された医療事故情報３）によると、2015 年 1 年間の事故報告件
数 3,374 件で、そのうち 1,229 件（36.4%）が療養上の世話であった。その療養上の世話の 744
件（60.5%）が転倒転落事故であった。また、療養上の世話に関する事故発生要因は、複数回答
で「患者側の要因」618 件、「観察を怠った」495 件、「判断を誤った」351 件、｢確認を怠った｣
299 件、「患者への説明が不十分であった」299 件、「教育訓練」275 件、「連携ができていなかっ
た」180 件などであった。これらの要因は患者側の要因を除けば、WHO でも注目し、2008 年に R.
フィリン 4）が示したノンテクニカルスキルの状況判断や意思決定、リーダーシップ、コミュニ
ケーション、チームワークなど患者を取り巻く医療従事者がとるべき認識や行動が主な要因で
はないかと考えた。従って、職種間の情報共有やコミュニケーション、状況判断に関するノンテ
クニカルスキルの向上が、転倒転落事故を防ぐ鍵になるのではないかと考え、医療従事者の転倒
転落防止に関するノンテクニカルスキルの現状を把握した上での実践的な教育が、転倒転落事
故防止に必要と考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究は、上記の背景をふまえ複数の医療施設に対し、全医療従事者に向けた転倒転落防止に

向けたノンテクニカルスキルに関する調査を行い、医療従事者別の入院患者に対する転倒転落

予防対策のノンテクニカルスキルの実態を明らかにするとともに、医療安全管理者であるジェ

ネラル・リスクマネ―ジャー（以下 GRM という）が、医療現場で使用できる実効性のある入院患

者の転倒転落防止に向けた医療従事者のノンテクニカルスキル向上を目指した実践的な教育プ

ログラム構築を目的とする。 

 
３．研究の方法 
(1)医療従事者の転倒転落防止に関するノンテクニカルスキルの実態調査と分析方法 

研究協力が得られた 4 病院の医療従事者 1,000 人に対し、「転倒転落事故防止に関するノンテ

クニカルスキル評価」（以下 NTSEFP という）の調査票を用いた質問調査（郵送法）を行う。この

調査票は、本研究の研究代表者が作成したもの 5）～11)で、58の設問に対し、5段階で評価および

設問に該当するかについて回答してもらう自己評価票である。調査票の妥当性についてはすで

に検証が行われており 1２）、下位尺度の Cronbach のα係数は 0.9 以上であり信頼性のある調査

用紙である。 

得られたデータについては、まず主成分分析を行い、主成分分析の結果を基にクラスター分析

を行う。さらに医療従事者別のクラスターの分布割合を出すことで、医療従事者別の転倒転落事

故防止に向けたノンテクニカルスキルとしての認識と行動を明らかにする。 

 

(2)教育プログラムの構築 

研究協力の得られた 4 病院の GRM4 名参加のもと、転倒転落事故数の把握と予防策の現状に関
する話し合いを重ね、（1）の研究方法から得られた結果を参考として、転倒転落防止に向けた医
療従事者のノンテクニカルスキル向上に向けた教育プログラムの作成を行う。 
 
４．研究成果 
(1)医療従事者のノンテクニカルスキル 
 研究協力の承諾が得られた 4 病院へ調査用紙を配布した。配布数は 1,000 枚で回収数(率)は
622(62.2%)、有効回答数（率)は 540（54％）であった。（表 1） 
医療従事者別の調査参加者数は、４病院の合計で医師 11 名(2.0%)、理学療法士 30 名(5.6%)、

作業療法士 17名(3.1%)、薬剤師 8名(1.5%)、臨床検査技師 11名(2.0%)、放射線技師 8名(1.5%)、
栄養士 7 名(1.3%)、福祉職 23 名(4.3%)、看護職 388 名(71.9%)、看護助手 8名(1.5%)、療養介護
職 17 名(3.1%)、その他 12名(2.2%)であった。                  
医療従事者のノンテクニカルスキルの実態把握のために、主成分分析を行い、その分析の結



果から「転倒予防の認識」と「転倒予防の行動」に関するクラスター分析を行った。クラス

ターは 4 つの特徴に分類され、クラスター1：高い認識と低い行動（以下 CL1 という）、クラ

スター2：認識と行動が共に低い（以下 CL2 という）、クラスター3：程々の認識と高い行動

（以下 CL3 という）、クラスター4：高い認識と程々の行動（以下 CL4 という）と名付けた。

また 4病院のそれぞれのクラスターがどのように分布しているかを見た結果は「表 2各クラ

スターのケース数」である。CL3 では A、B、D病院で最も分布が多く、CL1 では A、B、C病院

で最も分布が少なくなっていた。C病院は CL4 が最も多く、D病院は CL2 が最も少なく分布し

ていた。それぞれの病院の分布についてカイ二乗検定を行い有意水準 P＜0.01 でカイ二乗値

（自由度９）=76.54 でデータには偏りはないという結果であった。（表 2）

 
全病院を対象としたクラスター分析の結果は、「図１ 転倒転落予防の認識と行動のクラスタ

ー（全病院）」と、それぞれのクラスターに各医療従事者がどのくらいの割合で分布していたか

を示した「表 3 職種別クラスター分布割合（全病院）」である。これらの結果からは、医療従事

者が転倒転落事故予防に向けたノンテクニカルスキルとしてどのような認識と行動をもち関わ

っているのかの概要が見て取れる。 

CL1 に多い割合で分布していた職種は、薬剤師 6件(75%)、臨床検査技師 6件(54.5%)、放射線

技師 5件(62.5%)、栄養士 4件(57.1%)、その他 4件(33.3%)であった。CL2は、その他4件(33.3%)、

看護助手 7件(87.5%)、療養介護職 7件(41.2%)であった。CL3 は、医師 4件(36.4%)、看護師 255

件(65.7%)であった。CL4 は、理学療法士 16 件(53.3%)、作業療法士 8 件(47.1%)、福祉職 10 件

(43.5%)であった。以上のように医療従事者別のノンテクニカルスキルとしての認識と行動の特

徴が明らかとなった。（図 1・表 3） 

また、転倒転落防止へのノンテクニカルスキルの特徴は、患者と医療従事者の距離、接触する

機会など、職種の特徴に影響を受けていると考えられた。しかし、患者との接触機会や距離とし

て看護師と変わらぬ機会があるだろう看護助手、療養介護職は CL2 へ多く分布されており、医療

チームメンバーとしての参加の仕方や新たな教育機会の必要性を示唆する結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)転倒転落防止に向けた医療従事者のノンテクニカルスキルに関する教育プログラム 
各病院の GRM と共に話し合いを重ね検討し、「表 4 転倒転落予防に向けた医療従事者のノン

テクニカルスキルに関する教育プログラム」を作成した。教育プログラムの構成は、教育が目
指すべき目標としての①教育目標（ねらい）、②ノンテクニカルスキルとして高めてほしい能力、

病院別 A病院 B病院 C病院 D病院 合計
病院/クラス

ター
1.高い認識と

低い行動
2.認識と行動
が共に低い

3.程々の認識
と高い行動

4.高い認識と
程々の行動

合計

配布数 320 280 180 220 1,000 A病院 11(6.8%) 23(14.3%) 105(65.2%) 22(13.7%) 161(100%)

回収数 184 188 113 137 622 B病院 17(10.6%) 23(14.3%) 88(54.7%) 33(20.5%) 161(100%)

回収率 57.5% 67.1% 62.7% 62.2% 62.2% C病院 12(11.5%) 14(13.5%) 32(30.8%) 46(44.2%) 104(100%)

有効回答数 161 161 104 114 540 D病院 18(15.8%) 7(6.1%) 60(52.6%) 29(25.4%) 114(100%)
有効回答率 50.3% 57.5% 57.7% 51.8% 54.0% 全体 58(10.7%) 67(12.4%) 285(52.8%) 130(24.1%) 540(100%)

表1　各病院回収数（率）と有効回答数（率）について 　　表2　各クラスタ－のケース数

＊カイ二乗値（自由度９）＝76.54＞27.877　　　P<0.01



③目標達成に向けた実施方法、④どのような場面（場所）で行うか、⑤教育実施者と受講者は誰
になるか、⑥教育実践できると考えられる時期に分けて組み立てた。さらに、②ノンテクニカル
スキルとして高めてほしい能力については、１）状況認識力、２）情報把握力、３）コミュニケ
ーション、４）相互支援力、５）注意力を高める力 ６）フィードバックする力、７）セルフマ
ネージメントする力、８）チームを意識した行動などの 8つを挙げ、ノンテクニカルに関する文
献 4)13)14)15)を参考に、転倒転落予防策としてのノンテクニカルスキルとして NTSEFP の調査項目
を網羅した 5つのプログラムとした。 

教育プログラム１は、状況認識力を高めるプログラムとして設定し、これまで病院で起きた転

倒転落事故事例を知り、転倒転落を起こしやすい患者、環境、状況を繰り返し知ることが教育内

容になると考えた。相馬 13)は、状況認識技能を磨くには状況に見合ったテクニカルスキルの習

得が前提となると述べている。ノンテクニカル取得に向け、まずは転倒転落予防に対するテクニ

カルスキルに関わる認識面強化を目的とした。 

教育プログラム２は、情報把握力を高めるプログラムとして設定した。医療従事者を限定する

ことなく、転倒転落がなぜ起こるのかといった根本課題を話し合う機会を設け、参加者の認識や

経験から有用な情報を提供しあうことを目指したものである。情報把握力は情報認識力ともつ

ながり、F.フィリン 4)がノンテクニカルスキルを整理した際に状況認識のカテゴリーに入る情報

収集が高まるプログラムとした。 

教育プログラム３は、多職種参加により転倒転落予防もコミュニケーション、相互支援力が必

要不可欠であることを確認できる機会としたいと考えた。互いにアサーティブにコミュニケー

ションできるために、行われている対策を挙げ、さらに必要な対策がないかを話し合い、考えて

もらうプログラムとした。 

教育プログラム４は、自分の行動を振り返る、又は他者の行動からの学びを大切にしていくこ

とを目的に設定した。相馬 13)は、ノンテクニカルの本質はメタ認知であり、メタ認知は自分で意

識して強めることが必要と述べている。自分自身の予防への取り組みを振り返る機会を作り、他

者の行動への関心を高めて、より発展できる教育機会としたいと考えた。 

教育プログラム５は、転倒転落予防をチームで進めていくこと、多職種が互いの専門性を意識

して、チームとして患者を守っていることを再認識できるようにしたいと考えた。ここでいうチ

ームは、TeamSTEPPS○R 14)患者の行動を見守る点で一つのチームが形成されていること、連携され 

た情報共有を意識的に行い、互いに指摘しあう関係性ができているといった、チームの概念を共 

有できるようにしたいと考えた。岡本ら 15)の研究によると看護師の問題指摘行動には、「アサー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ティブネス」「リーダーシップ」などのノンテクニカルスキルが影響していると述べている。チ

ーム形成時に必要なノンテクニカルスキルを強めていくためにも、多職種によりチームが形成

されて転倒転落事故予防に取り組んでいることの意味を互いに考えられる教育機会になればと

思っている。 

教育プログラム 1～5については、それぞれの医療施設の持つ特徴、入院患者の特徴によって、

運用の仕方は様々であると考える。今回提示した教育プログラムが、その病院の具体的に起きて

いる事例などを用い、それぞれの方法で発展的な展開をしていただけることを願うものである。

特に看護助手や療養介護職においては、どの病院においても認識と行動面が低いという結果か

ら、他の医療従事者と共に教育プログラムに参加できるようにする必要があり、運営上の留意点

となると考えている。さらに、D 病院の GRM からは、「転倒転落予防に向けた医療従事者のノン

テクニカルスキルに関する教育プログラム」の＃１「施設内で起きている転倒転落事故を知る」

を実施し、研修前後の評価を NTSEFP で行った結果、研修後の評価がｔ検定で有意に高くなった

との報告を受けている。今後は、今回作成した教育プログラムについて、具体的な実施方法の検

討継続を行うと共に、教育プログラムの評価を行っていくこと、更なるプログラム適応方法、具

体的な実施方法の開拓が課題になると考えている。 
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